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・この学位申請論文は，日本遺伝カウンセリング学会

誌に掲載された主要公刊論文を基に作成された．  

・日本遺伝カウンセリング学会誌に掲載された主要公

刊論文の一部を学位申請論文に用いることに加えて，

学位申請論文を機関リポジトリ [電子書庫システム ]で

公開することの承諾を得ている．  

 

総括  

本 論 文 では ，対 象 者 にと って 実 用 的で あり ， か つ遺

伝 的 多様 性 の理 解 を主 題 とす る 遺伝 教 育 方 略 の開 発 及

び そ の有 効 性の 検 証 を 目 的と し た ． 研 究目 的 を達 成す

る た め， 実 用主 義 世界 観 に基 づ く 混 合 型研 究 探究 的 デ

ザ イ ンを 用 いた ． 調査 フ ィー ル ドは ， 幼児 の 親に 対す

る 遺 伝教 育 を用 い たオ リ ジナ ル ・ワ ー クシ ョ ップ によ

り確保した．探索期（第 1 期，第 2 期）では，幼児の

親のべ 1 8 名に対し，ワークショップにおける 行動観察

調 査 ，フ ォ ーカ ス ・グ ル ープ ・ イン タ ビュ ー 調査 を実

施 し た． こ れを 通 して ， 客観 的 ・主 観 的な 視 点か ら学

習 ニ ーズ を 抽出 し た． そ の結 果 ，遺 伝 教育 に は生 活即

応 性 が求 め られ て おり ， これ を 子育 て に活 用 する こと

へ の 期待 が ある と 分か っ た ． そ こで ， 幼児 の 親と の協

働 に より ， 6 種 の 遺伝 教 育 媒 体 から 成 る 親 子 参加 型 プ

ログラムを開発した．検証期（第 3 期）では，探索期

とは別の親 2 4 名に対し，無記名自記式質問紙調査によ

り ， 先に 開 発し た プロ グ ラム 前 後で の 肯定 的 気分 及び



2 

 

肯 定 的自 動 思考 を 測定 し た ． こ の結 果 ， 本 研 究で 開発

し た プロ グ ラム は ，幼 児 の親 の 感情 管 理 に 貢 献す るこ

とが示され，子育て支援としての有効性が示唆された ．  
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研究の背景  

１．はじめに  

遺 伝 教 育 は ，メ ン デ ル遺 伝の 再 評 価に より 発 展 した

遺 伝 学を 学 問的 基 盤 と し ，歴 史 的に 農 学の 発 展に 用い

ら れ てき た ．現 代 にお い ては ， 初等 教 育か ら 高等 教育

ま で の学 校 教育 で 体系 化 がな さ れて お り ， そ の内 容は

国 に より 異 な る ． 一方 ， 視点 を 現代 社 会 に 移 すと ，そ

こ に は， 遺 伝 子 解 析技 術 の高 度 化・ 低 コス ト 化に 伴い

発 展 した 医 療及 び サー ビ スが あ る ． こ れら 遺 伝情 報の

利 活 用が な され る 社会 で は， す べて の 文化 圏 にお ける

す べ ての 人 に対 す る 遺 伝 リテ ラ シー の 向上 が 重要 と さ

れている．  

現 代 社 会に 求め ら れ る 新 しい 遺 伝 教育 の理 念 は ，国

際 連 合教 育 科学 文 化機 関 によ る 「ヒ ト ゲノ ム と人 権に

関 す る世 界 宣言 」 に記 さ れて い る ． こ の第 6 条 で は ，

「 何 人も 遺 伝的 特 徴に 基 づい て （中 略 ） 差 別 を受 ける

こ と があ っ ては な らな い 」と あ り ， 遺 伝的 多 様性 の理

解 を 通し て ，遺 伝 差別 に よる 人 の基 本 的自 由 や人 権へ

の 侵 害を 阻 止す る 姿勢 を 示し て いる ． この 自 然科 学と

社会倫理を融合させた遺伝教育は，地域，医療，保険，

雇 用 を含 む あら ゆ るレ ベ ルで な され る こと が 推奨 され

て お り， 遺 伝差 別 に関 す る 法 的 規制 と 合わ せ て ， 秩序

ある社会づくりに貢献する意味をもつ ．  

我 が 国 の 遺 伝教 育 は ， 中 等教 育 前 期の メン デ ル 遺伝

学 に 始ま る ．し か しな が ら ， 現 代科 学 の理 解 に必 要と
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さ れ る分 子 生物 学 の学 習 は， 選 択履 修 者 に 限 られ てい

る ． また ， 諸外 国 に比 べ 日常 生 活や 人 権問 題 への 発展

性 に 乏し い 内容 で ある こ と か ら ，学 校 教育 の みで 遺伝

科 学 によ り 生じ う る社 会 問題 へ の対 処 能力 を 育む こと

に は 限界 が ある と も言 わ れ る ． これ に 加え ， 日本 は 人

種 や 文化 に おい て 同質 社 会で あ るこ と によ り ，多 様性

の あ る人 々 の間 に 共通 点 を見 出 すこ と が 不 得 手と 考え

ら れ てい る ．実 際 に， 日 本人 を 対象 と した 調 査に おい

て ， 障害 児 への 社 会的 偏 見は ， 親の 影 響を 受 けや すい

幼 児 期か ら 始ま っ てい る こと が 指摘 さ れて い る ． この

よ う な背 景 から ， 今後 は 従来 の 遺伝 教 育の 枠 組み に捉

わ れ ず， あ らゆ る 世代 に 対し 遺 伝教 育 に触 れ る機 会 を

つくることが重要と考える．  

特 に 一 般成 人に 対 す る 遺 伝教 育 で は， 学校 教 育 を通

し て 遺伝 リ テラ シ ー を 身 に つ け た子 ど もか ら の波 及 を

期待するに留まっている．現状では，約 9 割の成人が

遺 伝 教育 の 機会 に 乏し い と感 じ てお り ， 遺 伝 へ否 定的

イ メ ージ を もつ 者 も多 い ．ま た ，遺 伝 情報 の 利活 用 に

対 し ては ， 態度 保 留者 が 多い も のの ， 本研 究 者 の 調査

に よ り， 遺 伝 教 育 を通 し てこ れ が改 善 され る こと を確

認 し てい る ．こ の よう に ，現 代 の日 本 では ， 遺伝 に関

する社会教育のあり方を新たに提案する 余地がある．  

 そ こ で 本 研 究 で は ， 遺 伝的 多 様性 の 理解 を 主題 とす

る 遺 伝教 育 方略 の 開発 と その 有 効性 の 検証 を 目指 す ．

特 に ，実 用 主義 世 界観 に 基づ き 学習 ニ ーズ の 探索 とと
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も に 教育 の あり 方 を検 討 する こ とに よ り ， 特 定の 対象

者 に 対し 実 用性 の ある 方 略の 開 発が 期 待で き る ． これ

は ， 社会 に おけ る 遺伝 教 育の あ り方 を 提案 す る一 資料

と な るこ と に加 え ，遺 伝 差別 の ない 社 会づ く りに 貢献

する上で意義がある．  

 

２．研究目的  

 本 論 文 の 目 的 は ，対 象 者に と って 実 用的 で あり ，か

つ 遺 伝的 多 様性 の 理解 を 主題 と する 遺 伝 教 育 方略 を開

発し，その有効性を検証することである ．  

 

３．用語の操作的定義  

 本 論 文における 遺伝教育方略とは，「遺伝的多様性の

理解を通して，ヒトゲノム計画以降にみられる科学の

発展を，人権尊重の姿勢をもって受け入れる社会に必

要な感性や思考を育むための内容と方法 」と定義する ． 

 

４．論文の概念的枠組み  

医学教育の研究論文では，研究デザインの根拠を示

すため，概念的枠組みを設計することが推奨されてい

る．本論文では，実用的な教育方略の開発を目指した

ことから，哲学的基盤を現実世界への適応を 図る実用

主義世界観に置いた．また，研究方法は，実用主義世

界観を代表する調査戦略であり ，かつ医学研究でも活

用され始めている 混合型研究を用いた．更に，混合型
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研究の中でも，新規開発を目的とする際には，探究的

デザインが推奨されていることから ，これに従い，質

的研究法により方略を探索し（探索期），得られた情報

の分析を通して開発したプログラム を量的方法により

検証した（ 検証期）．探究的デザインでは質的研究の妥

当性が研究全体へ影響しやすい ．このため探索期を 2

段階，検証期を 1 段階とし，第 1 期 :プログラム開発準

備，第 2 期 :プログラム開発，第 3 期 :プログラム検証と

設計した．  

調査フィールドは ，ヒト遺伝学 を用いたオリジナ

ル・ワークショップにより確保した．調査フィールド

の設計には， L e w i n による「場の理論」を用い，対象

者の学習行動が，個体条件のみならず，その場にある

全ての環境に影響されると 捉えた．また，この理論は

実社会の限られた場面における 諸問題を解決する上で

も活用されており，その実践で は，特定のコミュニテ

ィの場に属する人々と協働し ながら，情報収集・分析・

介入・評価を螺旋状に繰り返すことが推奨されている ．

これを踏まえ，本研究の調査フィールドは幼稚園 1 施

設より開始し， 3 段階のワークショップと調査とを連

動させる螺旋状アプローチとした．  
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考察と展望  

１．遺伝教育の対象  

本研究では，遺伝教育の対象者に幼児の親を選んだ．

幼児の親に代表される出産・子育て世代人口は ，国内

に約 2 0 0 0 万人と推計される．この世代の置かれた状況

を俯瞰すると，遺伝子関連検査との関わりがみてとれ

る．例えば，遺伝学的検査を用いた出生前診断 では，

全妊婦の 1 割弱が受検し，これより多くの夫婦が意思

決定の機会をもっている．医療外では，消費者直結型

遺伝子検査に触れることもある．遺伝情報による子ど

もの能力や体質の分析，疾患予測を巡っては，医療面

や倫理面での課題から消費者トラブルも危惧されてい

る．このように，出産・子育て世代は遺伝的多様性の

理解を必要とする 一集団と言え ，遺伝教育の対象者と

して妥当であったと考える．  

探索期における対象者の 共通点は，子育てに 際し，

否定的感情を伴う経験をもつ ことにあった．これは，

「『ヒトの多様性と社会』への意見」（第 1 期），「ヒト

遺伝学を学ぶ理由」（第 2 期）として語られた．親の否

定的感情は，近年でも多くの報告がなされて いる．特

に幼児の親は，出生後に比べ育児幸福感が低下しやす

く，不安や抑うつ等の蓄積的疲労徴候が高い状態に陥

りやすい．本研究では，これら先行研究と同様の結果

を示した．  

これに対し遺伝教育への学習ニーズは ，「遺伝教育に
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おける学習の促進要因」（第 1 期）を通して，子育て上

の課題と遺伝的課題の解決にあることを確認した ．こ

の分析の結果は，第 2 期でも親の主観として語られ ，

「遺伝教育に対する親の反応」のサブカテゴリーにあ

る「家庭教育」，「健康管理」，「自己の成長」，「住みよ

い社会づくり」により裏付けられた ．つまり ，幼児の

子育てをする親の w e l l - b e i n g を通してニーズを捉える

と，「家庭教育」は育児面の w e l l - b e i n g，「健康管理」は

身体面の w e l l - b e i n g，「自己の成長」は自己の受容及び

心理面の w e l l - b e i n g，「住みよい社会づくり」は社会面

の w e l l - b e i n g に該当し，これら の学習ニーズ は幼児の

子育てをする親に一般化しうることが窺えた ．  

これら学習ニーズのうち ，遺伝的課題の解決（第 1

期）や健康管理（第 2 期）には，障害児をもつ親の受

容に関するニーズを含んだ ．一般的に，障害受容の過

程は複数の心理段階を経ることが知られている ．本研

究では，障害を遺伝的特性の一部と認識し ，この理解

や受容について課題をもつ人々に学習ニーズが高いこ

とを確認した．   

先行研究において，遺伝教育への学習ニーズは，遺

伝医療を利用する患者や，これを提供する医療職にあ

ることが分かっている．一般成人では，遺伝子解析研

究への参加 ，ファーマコ・ゲノミクス，生殖補助医療，

ク ロ ーン 技術 の 活 用へ の 関心 は 確認 されて い る も のの ，

遺伝教育への自発的参加につながるニーズは明らかに
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されてこなかった ．つまり本研究は，遺伝教育を子育

て上の課題や遺伝的課題の解決 に用いること へのニー

ズがあると明らかにし，特に子育て支援への期待 を確

認した点では新規性があった．   

 

２．プログラムのアウトカム  

幼児の親による遺伝教育への学習ニーズには，子育

て上の課題と障害受容に関する遺伝的課題 の解決の 2

側面があった．本研究では，集団教育が望まれたこと

を考慮し，アウトカムには子育て支援としての効果の

みを設定した．通常，障害受容への対応は，一般的な

子育て支援とは切り離した特別なケアと位置づけられ

る．このため，遺伝的課題をアウトカムに置かず ，遺

伝教育と遺伝医療を切り離したことは，妥当な判断と

考えられた．  

第 3 期では，肯定的気分及び肯定的自動思考 を調査

し た ．こ の 選択 に は， 育 児研 究 の歴 史 にあ る ， 子 育て

の 負 荷事 象 は親 の 感情 へ 投影 さ れる と の考 え 方を 踏ま

え た ．結 果 では ， 親の 肯 定的 気 分及 び 肯定 的 自動 思考

に 有 意な 改 善 を 認 めた ． 肯定 的 な感 情 は ， 不 安や 抑う

つ と 負の 相 関関 係 にあ り ，亢 進 した 自 律神 経 系の 反応

を よ り早 く 通常 の 状態 に 戻す 「 復元 効 果」 が あ る ．こ

の た め， 本 プロ グ ラム に より 得 た 感 情 は ， 子 育て にお

い て 生じ る 様々 な 否定 的 感情 を 一旦 リ セッ ト し ， 不安

や 抑 うつ 等 の 蓄 積 的疲 労 徴候 の 出現 を 回避 す るこ とが
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期 待 でき る ．す な わち 本 プロ グ ラム は ， 子 育 てを 担う

親の感情管理に貢献することが示された．  

プログラム前の肯定的気分測定尺度は，一般成人の

得点に比べ，「親和気分」が 1．6 点上回り，「集中気分」

が 1． 2 点下回っていた．プログラム前後では，「リラ

ックス気分」「親和 気分」「快気分」「集中気分」のすべ

てにおいて，有意な改善がみられた．この効果は，ポ

ジティブ心理学を用いた教育 プログラムと一致し，親

か ら 子へ のベビ ー マッ サージ に おけ るリラ ッ クス 効果 ，

ストレス対処理論を用いたコーチングプログラム ，ベ

ビーフラダンス，幼児とその親に対する性教育におけ

る活気改善の効果と同様の傾向を示した ．  

プログラム前の肯定的自動思考測定尺度 は，一般成

人の 得点に比べ ， 「肯定的評価 への信頼 」 が 1． 9 点 ，

「周 囲への信頼」が 1． 2 点上回 り ，「時 間 的 ゆ と り 」

が 1． 7 点下回っていた．プログラム前後では ，「肯定

的評価への信頼」「人生の肯定的評価」「目標への意欲」

「楽観視傾向」において有意な改善がみられた．先行

研究による遺伝教育では，遺伝的唯一性や多様性の知

識をもつことにより，自己や他者への肯定的理解が深

まることが示唆されている．本研究で「肯定的評価へ

の信頼」「人生の肯定的評価」が改善したこと は，これ

らと類似した効果が得られた 可能性がある ．また，「目

標への意欲」「楽観視傾向」が改善した ことは，肯定的

感情の高まりによる波及効果と考えられる ．つまり，
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肯定的感情をもつことにより 思考が楽観的な方向へ拡

張し，新しい目標を受け入れやすくなるという 拡張形

成理論により説明できる．一方，得点に有意な変化が

なかった「時間的ゆとり」は ，本プログラム の参加に

あたり時間を費やしたことから ，得点の上昇 を認めな

いことが妥当である．「周囲への信頼」は，対象者集団

においてプログラム前から高 得点にあったため，有意

な変化には至らなかったと考え た．   

 

３．プログラムの設計  

本 研 究 では ，学 習 の 促進 要因 と 停 滞要 因が プ ロ グラ

ムの設計に影響を及ぼした ．第 1 期介入 1  の企画時 ，

ヒ ト 遺 伝 学 の 講 義 を 通 し て 幼 稚 園 の 教 育 目 標 で あ る

「 み んな ち がっ て みん な いい 」 が 捉 え 直さ れ る こ とを

期 待 して い た ． し かし 親 は ， 講 義を 非 日常 的 なも のと

捉え学習が停滞した．介入 2 の企画時，ヒト多様性と

社 会 の把 握 を通 し て ， ヒ ト多 様 性に 対 する 寛 容な 態度

が 育 まれ る こと を 期待 し てい た ．し か し実 際 には ，障

害のある当事者への遠慮が生じ 学習が停滞した．一方 ，

介入 3 では ，集団間の共通テーマであり，かつ各人の

生 活 に根 ざ した 子 育て に 関連 さ せる こ と に よ り学 習が

促 進 した ． 一般 的 に よ い とさ れ る 社 会 教育 に は， 共通

し た 特徴 が ある ． 本プ ロ グラ ム では ， 学習 者 の意 志 に

より自発学習が遂行されたこと（自発的学習 ），学習者

間の相互学習を通して学びを深めたこと（相互的学習 ），
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学 習 を日 常 から 遊 離さ せ るこ と なく 生 活即 応 のた めに

活用されたこと（生活即応学習 ），学習コミュニティに

固有の学習テーマを扱ったこと（地域的学習 ），一つの

プ ロ グラ ム で親 子 が学 習 する 構 成で あ った こ と（ 能率

的 学 習） が 該当 し た． 特 に ， 遺 伝教 育 を 子 育 て支 援 の

視 点 から 捉 えな お し ， 生 活即 応 に特 徴 をも た せた 点 は

例 を みな い ．ま た 幼児 の 親を 対 象と し たこ と から ，学

習 対 象者 が その 子 ども ま で波 及 した こ とに も 特徴 があ

る ． 更に 調 査フ ィ ール ド に 「 場 の理 論 」 を 取 り入 れた

こ と は， 自 発的 ， 相互 的 ，地 域 的学 習 を促 進 する 上で

効果的であったと考える．  

一方，本プログラムにおける媒体の一部は ，先行研

究と類似していた ．ワシントン大学 T h e  G e n e t i c  

P r o g r a m と B S C S 社 G e n e s  a n d  S u r r o u n d i n g s を日本人用

にアレンジをしたプログラム とは，中等教育以前の子

どもを参加者に含める点が共通していたが，教材に実

際の自己の表現型を用いるか否かという点では異なっ

ていた．本プログラムの特徴は ，媒体に見立ての手法

を用いていることであり，これは表現型を個人間で比

較する必要がないため，集団教育でも親子が 1 対 1 で

行う家庭教育でも同じ方法で実施できるとの 利点があ

った．また，先行研究のウサギゲームと，本プログラ

ムの媒体「ネコのきょうだい」も，参加者が非意図的

に顔のパーツを選択し動物の顔をつくることを通して

多様性を表現するという点が共通していた ．他方，先
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行研究が複数の親から多様な子どもが生まれるのに対

し，本媒体は，同じ親から多様なきょうだいが生まれ

るという点で異なっており ，これは学級を対象とした

先行研究と親子を対象とした本研究の違いであった ．  

 

４．本研究の限界と展望  

ヒトゲノム計画以降の遺伝教育は，世界中で複数の

実践報告があるものの，この学習者は極めて少なく ，

未だ対象者の獲得には課題がある ．本研究でも同様に ，

調査協力者が得られにくい状況にあった ．このため第

3 期においては，母集団に比べ遺伝教育への関心が高

い集団を抽出した可能性があり ，結果には対象者バイ

アスの影響を考慮する必要がある ．また対象者は，プ

ログラム参加前の 調査において ，一般成人に比べ高い

親和気分を呈していた．肯定的気分の認知行動モデル

の構造上，高い親和気分は他の肯定的気分にもよい影

響を与えることが知られている ．このため本研究の対

象者は，気分が改善しやすい集団であった可能性があ

る．本研究では，調査フィールドの設計に「場の理論」

を用いたことから ，対象者の属するコミュニティも限

定的であった．このため本研究による知見の 他にも，

学習ニーズが存在する可能性 は否めない．しかし，調

査フィールドをオリジナル・ ワークショップ に置いた

ことは，対象者の 自然な行動や言動を観察する上で有

効となった．また，探究的デザインを用いたことによ
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り，探索期から検証期までの全過程を示すことができ

た．これは，混合型研究の「推論の質」を担保する上

で有用であったと考える．   

今後の展望は 2 点ある ． 1 点目は，よい社会教育の

特 徴 に沿 ったプ ロ グラ ム とし て の完 成度を 高 める ため ，

未 達 成で あ る「 自 己学 習 」の 特 徴 を 取 り入 れ る こ とで

あ る ．こ の 一案 に は ， プ ログ ラ ム・ ブ ック の 活用 があ

る ． プロ グ ラム ・ ブッ ク は ， 幼 児か ら 用い る こと がで

きる教育媒体であり，知識提示，反応喚起，反応統制，

運用費において，他の教育媒体より優れている ．特に，

本 研 究で は 講義 形 式で の 知識 提 供に よ り学 習 が停 滞す

る こ とを 経 験し た ．今 後 は 本 プ ログ ラ ムに 対 応す るプ

ロ グ ラム ・ ブッ ク を開 発 する こ とに よ り ， 関 連知 識と

合 わ せ て 本 プ ロ グ ラ ム が 活 用 さ れ る よ う 導 き た い ． 2

点 目 は， 対 象者 が 本プ ロ グラ ム 以外 の 遺伝 教 育に 触れ

る 機 会を も たせ る こと で ある ． 現代 の 遺伝 教 育は ，ゲ

ノ ム 医療 実 現に 向 けた 政 策課 題 の一 つ とし て 位置 づけ

ら れ ，関 連 機関 の 協力 の もと 取 り組 む こと が 推奨 され

て い る． 本 プロ グ ラム に は ， こ れへ の 情報 感 度を 高め

る 機 能を 担 うこ と が期 待 され る こと か ら ， 今 後は 継続

学習の動機づけ効果を検証したい ．  
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結論  

１．  探 索 期 :幼児の親は，子育ての上で 否定的感情を伴

う 経 験 を し てい た ． 遺 伝 教育 の 学 習 ニ ーズ に は ，

子 育 て 上 の 課題 と 遺 伝 的 課題 の 解 決 に ある こ と が

客観的に観察され（第 1 期），「家庭教育」，「健康

管 理 」，「 自 己の 成 長 」，「 住み よ い 社 会づく り 」 へ

の 活 用 に あ るこ と が ， 親 の主 観 を 通 し て 得 ら れ た

（第 2 期）．これらの結果を踏まえ，幼児の親との

協働により 6 種の遺伝教育媒体を開発した．これ

を 用 い た 親 子 参 加 型 プ ロ グ ラ ム は 5 0 分 の 構 成 と

した．  

２．  検 証 期 :本研究で開発したプログラムは ，幼児の親

に お い て 肯 定的 気 分 及 び 肯定 的 自 動 思 考を 改 善 す

る 効 果 が あ った ． こ れ に より ， 幼 児 の 親の 感 情 管

理 に 貢 献 す るこ と が 示 さ れ ， 子 育 て 支 援と し て の

有効性が示唆された．   

 

 


